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１．はじめに 
日本版 CNIPR の中国特許英訳情報は原則として中国知識産権出版社（IPPH）の英訳情報が

採用されており、これがヨーロッパ特許庁へ送付され DOCDB となって各種データベースのソース

となっていることは周知の通りです。 
 2021 年 4 月に日本版 CNIPR の中国特許英訳情報が大幅に修正された模様であることは報告

しました 1)。これまでに用語および出願人の英訳情報の誤訳、スペルミス（誤字・脱字）について

種々指摘してきましたが、どうやらそれらが修正された模様です。そこで今回改めてその修正状況

について検証してみました。 
 

Worldwide な情報を収録する Espacenet, PATENTSCOPE, 台湾特許庁の GPSS などの無

料データベースおよび DOCDB を収録ソースとしている商用データベースへの反映は１年を経た

現時点でもほぼ未修正の状況であり、修正されるまでには少しタイムラグがあるようです。この点を

含み、用語、出願人について検証した結果を報告します。 
 
また、Sharereserch などの一部商用データベースでは日本版 CNIPR の誤訳、スペルミスを補

完するために「独自翻訳」などとして修正した翻訳情報を収録しているものもあるようです。 
 
昨年（2021 年）9 月～12 月にわたり日本版 CNIPR の動作が異常となり、場合によってはハング

アップして何度も PC を再起動しなければならない状況となり（業務にも支障が出たので）ベンダー

さんにも「どうなっているんでしょうか？」とクレームもしました。 
日本のベンダーさんであればデータベースのメンテなどの情報は予めその期間を含めアナウン

スがありますが、「どうも長期にわたるメンテを行なっているようです。」との回答以上の情報はありま

せんでした。 
 
２．出願人英訳情報の修正状況 
１）HON HAI PRECISION（鸿海精密工业）の英訳情報欠落 
 検索 Tips：異表記・誤訳 出願人編 1)で報告した内容を一部再掲する形になりますが、比較検

証のためであるのでご了解いただきたい。 
 まず、中国特許で出願をリードしてきた代表的出願人 HON HAI PRECISION（鸿海精密工业）の

出願推移を発行日ベースで表１に示しました。（この内容は2018年までの中国特許セミナーなどで

も紹介してきたものです。） 表１における「SIPO」は中国特許庁の旧略称で現在では CNIPA となっ

ています。「SR」は Sharereserch の略称です。 



 

 HON HAI PRECISION は本社を台湾に置く企業で単願特許ももちろんありますが、多くの中国国

内の子会社との共願案件もあります。中国国内共願案件では発行日ベースで 2000 年以降、それ

まで筆頭出願人として出願していたものを改め、共願子会社を筆頭にした出願に切り替えていま

す。 

 
表１．HON HAI PRECISION の英語と中国語での出願推移（2021 年 3 月以前） 

 
 

中国特許庁英語データベース（SIPO）の出願人収録は、『2010/02/17 発行以前は中国語で共

願人が表記されていても「英語表記は筆頭出願人のみ」で、翌週の発行（2010/02/24）以降に「共

願全出願人を英表記」するようになった」 1) ので 2010/02/17 発行以前は「中国語検索数＞英語

検索数」となるので「出願人検索は中国語で検索する必要があります。』と紹介してきました。 

 

この状況が 2021 年 4 月以降は表 2 のように変わりました。（表１との比較のため 2015 年までの

公開特許件数としています） 

英語情報がほぼ中国語情報と同数になっています。中国語情報とのわずかな差分（黄色でマー

ク）について検証した結果を表３に示しました。 

 表３における 1), 2), 4)の常州减速机の英表記は CHANGZHOU SPEED REDUCER GENERAL 

FACTORY であり、「常州减速机(Hon Hai Precision)」は誤訳です。 

 また、5), 6)には出願人の英訳はありませんでした。 

 

 



表２．HON HAI PRECISION の英語と中国語での出願推移（2021 年 4 月以降） 

 

中国語検索：鸿海精密工业 

 英語検索：HON HAI PREC% or HONG HAI PREC% or HONGHAI PREC% 

 

表３．表２の差分検証 

 

 

表４．2010/02/17 発行以前の英訳は筆頭出願人のみ(GPSS) 

 



 

表５．2010/02/24 発行以降では筆頭出願人以外にも英訳が付与されている(GPSS) 

 

 

また、台湾特許庁 GPSS などでは「2010/02/17 発行以前の英訳は筆頭出願人のみ」で（表４）、

「2010/02/24 発行以降では筆頭出願人以外にも英訳が付与されている」（表５）状況が 2022 年 7

月現在も維持されています。（2021 年 3 月以前の日本版 CNIPR と同じ状況） 

 

２）その他、出願人英訳の誤訳、スペルミスの状況 

 日本版 CNIPR の 2021 年 3 月以前では、LG Electronics で検索した集合中には表６に示すよう

な誤訳案件が含まれていましたが、2021 年 4 月以降はこれらほぼすべてが解消されています。 

わずかに「利原康福泰, 伟革罗, 东洋制果, 乐金(杭州)记录媒体」など数件が LG Electronics と

誤訳されているのみです。 

 

表６．(2021 年 3 月以前) 

 

検索式：PA=(LG Electronics not (LG电子 or 乐金电子)) 



しかし、同様の検索式で GPSS を検索すると、やはり、表７のように 2021 年 3 月以前の日本版

CNIPRの状況が再現できています（誤訳）。Shareresearchなどの商用データベースでも同様です。 

 

表７．GPSS による LG Electronics の誤訳状況（2022 年 7 月現在） 

 
 

 さらに、住友化学（表８）、村田製作所（表９）、富士フイルム（表１2）のように挙げればきりがないほ

ど出願人の英訳スペルミスは存在しましたが、何ということでしょう、これらも 2022 年 7 月の日本版

CNIPR ではほぼすべて解消されています。 

 

 ほぼ解消されたと言っても、現時点で中国語「住友化学」では 6733 件がヒットし、「SUMITOMO 

CHEM%」の英訳を除く 44 件が「FRIEND CHEMICAL JOINT-TYPE CONSULTATION」と英訳され、

中国語「村田制作所」では 7570 件がヒットし、「MURATA MANUFACTURING or MURATA MFG」

を除く 95 件が「JOINT-STOCK-AGENCY VILLAGE FIELD MANUFACTURING STATION」と英

訳されているので注意が必要です。 

 

 そして、やはり GPSS や Shareresearch などの商用データベースの一部には現時点でもスペルミス

が未解消のまま「MUTATA MANUFACTURING」または「MUTATA MFG」として数百件が残ってい

るようです（表１１, 表１２）。 

 

 

  



表８．住友化学のスペルミス     表９．村田製作所のスペルミス 

 

表１0．村田制作所が「MUTATA MFG」とスペルミス（GPSS 2022 年 7 月現在） 

 

検索式：(村田制作所 and (MUTATA MANU* or MUTATA MFG))@pa 

表１1．村田制作所が「MUTATA MFG」とスペルミス（Sharereserch 2022 年 6 月現在） 

 



 グローバル企業である富士フイルム（富士胶片)は数多くの子会社や関連会社を擁し、中国語で

は「富士胶片, 富士写真胶片, 富士写真软片, 富士摄影胶片, 富士写真菲林, 富士胶卷」など、

英語でも「FUJI FILM, FUJIFILM, FUJI PHOTO」などを冠した本体以外の関連会社がありますの

でグループ企業として抽出するには英語＋中国語で抽出することをお勧めします。 

 

2021 年 4 月以降は表１2 のようなスペルミスは解消されましたが、富士胶片富山化学(FUJIFILM 

TOYAMA CHEMICAL)が単に「TOYAMA CHEMICAL」と英訳されていたり、细胞动力国际

(CELLULAR DYNAMICS INTERNATIONAL)なども傘下に収め、富士胶片细胞动力となっていま

すが「FUJIFILM」を冠することなく「CELLULAR DYNAMICS INTERNATIONAL」の英訳だけであっ

たりしますから注意が必要です。 

 

富士能株式会社(旧富士写真光机)も現在は富士フイルムとして扱われていますが「FUJI 

CORPORATION」の英訳や、富士胶片电子影像(FUJIFILM ELECTRONIC IMAGING)が「FFEI 

LTD」と略表記、「富士胶片医疗健康(FUJI FILM MEDICAL HEALTH)が「HITACHI LTD」と誤訳

されているケースも 2021 年 4 月以降の日本版 CNIPR にはあります。 

 

表１2．富士フイルムのスペルミス 

 

 

検索 Tips：異表記・誤訳 出願人編（その１） 1)で紹介したその他 4 社出願人についてのスペルミ

スの改善状況も報告します。2021 年 3 月までのスペルミスの具体例は上記出願人編（その１）で紹

介していますが、スペルミスのパターン数の変化を表13に示しました。昨年4月時点で劇的に改善

されたと思いましたが、1 年後の現在ではさらに改善され、ほぼ解消したと言えます。 



 

表１３．スペルミスの種類（異表記は除く）と推移 

 

 

 出願人の誤訳例として、INFOPRO2016「中国における特許ライセンス情報収集の留意点」 2)で

紹介した以下の誤訳事例もあります。 

 

図１．INFOPRO2016 発表資料 2) 

 

 これらの誤訳も「CN01818334.4  Intel」が Sumitomo Bakelite と誤訳されたままになっているもの

以外はすべて正しい英表記となっていることを確認しました。 

 

 さらに、どの程度、誤訳やスペルミスが解消されたかについて一例だけ「富士フイルム」の例で見

てみることにしましょう。 

① PA=((富士胶片 or 富士写真 or 富士摄影胶片 or 富士胶卷) not (FUJI FILM or FUJIFILM 

or FUJI PHOTO)) 82 件 

 82 件中ノイズとなる誤訳やスペルミスは確認できませんでした。 

 ・富士写真光机が新社名である(Fujinon)で抽出 



 ・富士胶片富山化学が FUJIFILM の英訳はなく、単に「TOYAMA CHEMICAL」の訳 

 「TOYAMA CHEMICAL」で検索すると FUJIFILM 傘下に入る前の富山化学単願も抽出される。 

 ・誤訳としては、富士胶片医疗健康(HITACHI, LTD)が 4 件 

 

② PA=((FUJI FILM or FUJIFILM or FUJI PHOTO) not (富士胶片 or 富士写真 or 富士摄影胶

片 or 富士胶卷)) 8 件 

 8 件中、西默(FUJIFILM HUNT CHEMICALS)などノイズと思われるもの 3 件 

 和光纯薬工业のみで FUJIFILM WAKO PURE CHEMICAL の英訳があるが、中国語検索では

FUJIFILM 傘下に入る前の「和光纯薬工业」も抽出される。 

 

 「検索 Tips：異表記・誤訳 出願人編（その２）」 3)で紹介した出願人の誤訳例についてもほとんど

修正されているものと思われますが、もはやその内容について検証するモチベーションはありませ

ん。誤訳やスペルミスの実態を紹介するというあら捜しのような問題には好奇心を持って向かうこと

ができましたが、「中国特許英語情報から誤訳・スペルミスがなくなりました」という当たり前のデータ

ベースとしての検証など面白くも何ともなくなり、セミナーのコラムとして「昔はこんなことがありました」

と紹介する程度のネタでしかなくなってしまいました。 

 たった 1 年で昨年紹介した資料も陳腐化したことになります。でも素晴らしいことです。 

 

３．用語英訳の誤訳、スペルミスの状況 

日本版 CNIPR の用語誤訳として表 14 に示す事例をセミナーで紹介してきました。表 14 の出願

番号を基に 2022 年 7 月 20 日時点で再度検索して英訳情報を確認してみました。 

その結果、不幸なことに現時点でも日本版 CNIPR の英語訳に変化はなく誤訳は修正されていま

せん。当然、Shareresearch などの商用データベースも誤訳のままです。 

 

表１４．英語データベースの誤訳例 

 



 

似たような用語「聚丙乙烯(polypropylene ethylene)が「polystyrene」と誤訳されているケースにつ

いても GPSS や Shareresearch で確認しました。 

検索式：((聚丙乙烯 and polystyrene) not (聚苯乙烯 or 多苯乙烯))@ti 

  TI/11, AB/133, CL/0, DE/4 

検索式の説明：聚丙乙烯 が polystyrene と誤訳されており、同一フィールドに polystyrene の

中国語「聚苯乙烯 or 多苯乙烯」がないもの 

（聚苯(polystyrene), 苯板(polystyrene board), 发泡胶(polystyrene foam)などもあるが） 

 

GPSS では請求の範囲および詳細な説明中に誤訳はないかのように見えますが、英訳情報が収

録されていないためです。Shareresearch で確認してみると発明の名称や要約では IPPH 英文、独

自機械翻訳いずれも polystyrene ですが、請求の範囲では IPPH 英文は polystyrene や poly-third 

ethene などとありますが、独自機械翻訳で 7 件が polypropionates ethylene などと正訳に近い翻訳

となっています。J-Platpat で確認してみるとすべて「ポリプロピレンエチレン」と正しく翻訳されてい

ます。 

 

その他のスペルミスについても日本版 CNIPR で確認してみました。 

(1)AIBN(azobisisobutyronitrile) （表 15） 

要約中から 186 件のスペルミスが抽出されます。 

 

 

 

(2) semiconductor（表 16） 

「semi」のスペルミス TI/62, AB/235, CL/29, DE/356 

「conductor」のスペルミス TI/159, AB/122, CL/1895, DE/11865 

 

 



 

 

いずれも用語については誤訳、スペルミス共に修正されていないことが確認できました。 

 

４，まとめ 

日本版 CNIPR の誤訳やスペルミス修正は現時点では出願人のみのようです。その修正にも若

干の問題は残しているものの総じてユーザーにはウェルカムな修正と言えます。 

 この修正情報がどのぐらいのタイムラグで Espacenet, PATENTSCOPE, GPSS および商用英語デ

ータベース反映されるのか、はたまた、修正再収録されることなく誤訳やスペルミスを含んだ情報の

まま利用せざるを得ないのか注視していきたいと思います。 

GPSS などで中国語出願人名「富士胶片」が「Endoscope」や「FUJITSU FILM」, 「FUJITSU LTD」

と抽出されるのも今のうちかもしれません。話のネタに確認しておかれるといいでしょう。 

 

 近い将来、用語の誤訳、スペルミスについても修正されることを期待しています。調査の場面で

は出願人検索より用語検索の方が頻度も高いので早急に用語について修正してほしいものです。 
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